
 

  Ｉｍａｇｅデータから作成したデータをＭＴＥＸ解析 

 

   

  １０μｍφのコリメータ使用  Imageデータから極点図作成 

 

 不完全極点図データからＭＴＥＸによるＯＤＦ解析結果 
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１．概要 

２．ｒａｎｄｏｍデータ 

３．極点処理（ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５） 

４．ＭＴＥＸ向けデータ作成 

５．ＭＴＥＸに読み込み 

 ６．ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで１／４対称操作を行う。 

  ６．１ ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし、ＣＴＲで表示 

  ６．２ 再計算極点図 

  ６．３ Ｅｒｒｏｒ評価  

  ６．４ 各方位密度 

  ６．５ 方位密度に４：２：１の重み評価 

  ６．６ ＬａｂｏＴｅｘにＯＤＦ解析結果を読み込み VolumeFraction計算で順位確認 

  ６．７ VolumeFraction 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 Ｉｍａｇｅデータから極点図を作成すると、極点図の範囲は一定ではなく、２θ角度により 

   α方向の範囲が異なる。 

   

 

 このようなデータをＯＤＦ解析する場合、ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓは可能であるが 

    ＭＴＥＸでどのように扱われるかチェックを行う。 

 ＭＴＥＸは、ＭＡＴＬＡＢが動作すれば、Ｆｒｅｅのアプリケーションとしてｄｏｗｎｌｏａｄ可能 

 

２．ｒａｎｄｏｍ測定データ 

 

 このデータを用いてｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成し、光学系の補正を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．極点処理（ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５） 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正結果 

 

４．ＭＴＥＸ向けデータ作成 

 

       極点図の範囲が異なる 



５．ＭＴＥＸに読み込み 

 

 ＭＴＥＸで読み込まれた極点図を表示 

 

  ＭＴＥＸのＯＤＦ解析結果 

 



６．ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで１／４対称操作を行う。（１／４ＯＤＦ図を得るため） 

 

 

６．１ ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし、ＣＴＲで表示（ＦｕｌｌＯＤＦ図(Triclinic)から１／４ＯＤＦ図） 

 



６．２ 再計算極点図 

 

 

６．３ Ｅｒｒｏｒ評価（ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ） Ｒｐ％＝５．０％ 

 

６．４ 各方位密度（ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ）１／４ＯＤＦ図から方位計算 

 



６．５ 方位密度に４：２：１の重み評価（ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ） 

  

 

６．６ ＬａｂｏＴｅｘにＯＤＦ解析結果を読み込み VolumeFraction計算で順位確認 

 LaboTexに読み込み（ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅ経由） 

 結晶方位の定量値と４：２：１の方位密度の比較を行う為、定量値（ＶＦ％）を求める 

  

 

 



６．７ VolumeFraction 

 

 順位１．Copperと｛１１０｝＜１―１１＞はほぼ同一 

 順位３．S（Sは S-1から S-4の合計） 

 順位４．Cube 

 順位５．Brass 

 順位６．Goss 

方位密度に４：２：１の重み付けと比較すると順位４まで一致する。 

 

 MTEX解析結果     VolumeFraction結果   

  


